
















































Study on the Difference Between “ྥ࿬” （guniang） and “ᇣྤ” （xiaojie）
Ritsuko HOSAKA*
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一気に答えられるというのでしょう ?
できっこありませんよ。」
　さらに学習が進み（３）～（６）のような小説中
の用例を読み進めるレベルになっても、やはり
ここでもどちらの語でも使用可能な例が多いた
め、この段階に到って“ྥ࿬”＝“ᇣྤ”はほぼ
完全に定着することになり、知らぬ間にその後
の中国語の誤用を引き起こす素地ができあがる。
　しかし、実際の言語生活では使用場面に多く
の違いがあり、先に挙げたような同義の例ばか
りではない。また両者がいずれも同じような意
味で使用可能な場合でも、同義というわけでは
ない。むしろ、二つの語はニュアンスが大きく
異なることが少なくないのである。これらの語
は実生活中では、特に「お嬢さん」、「娘さん」
のように直接相手に呼びかけることもあるコ
ミュニケーションに必要な呼称であることから、
使用場面を間違えると中国人話者が眉をひそめ
るような事態を引き起こす可能性もある。
　本稿は、“ྥ࿬”、“ᇣྤ”の語の特徴を語義、
用法、使用場面の変遷などから考察し、中国語
での良好なコミュニケーションの資とすること
を目指すものである。
１．「私の娘」と「あなたのお嬢さん」
　「お嬢さん」、｢娘さん｣、「娘」という日本語
訳が与えられることが多い“ྥ࿬”、“ᇣྤ”で
あるが、ここではまず、両者間にあるはっきり
とした違いを明らかにしておきたい。
　最初に、「私の娘」や「あなたのお嬢さん」
のように表現することが可能な、実際の親子関
係の「娘」、すなわち英語の“daughter”に相
当する意味について取り上げる。実は、日本語
で「娘」と訳出されていても、若い女性を指し
て言う「娘さん」ではなく、親に対して子であ
る「娘」の関係を表す機能は“ྥ࿬”だけが持
つものであり、“ᇣྤ”はこの意味を持たない
のである。したがって、上記（１）～（６）とは異
なり、“ྥ࿬”が文意から親子関係で「娘」で
あることが明らかな次の（７）～（11）の例では
“ྥ࿬”を“ᇣྤ”に言い換えて使用すること
はできない。
　（７）　㗕⥟、Դⱘ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）今年多大了？
（王さん、おたくの（お嬢さん/娘さん）
は今年おいくつですか？）
　（８）　ཌྷᰃ䇕ᆊⱘ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）、䭓ᕫⳳⓖ
҂。（あの人、どこの家の（お嬢さん/
娘さん）ですか？すごい美人ですね！）
　（９）　៥ⱘѠ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）䛑ߎ႕њ。（う
ちの次女はもう嫁に行きました。）
　（10）　ҪӀ᳝ϔϾܓᄤ੠ϔϾ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）。
（彼らには息子さんが一人と（お嬢さ
ん/娘さん）が一人います。）
　（11）　“……Դϡᖙ䇋Ҏᴹࡱ៥এԴᆊњ、ᅲ
䆱ᇍԴ䇈、៥ϡᰃϾད（ྥ࿬/＊ᇣྤ）。
݊ᅲ、៥ཛྷḍᴀህ≵⮙。”「…私をあな
たの家に来るように勧めてくれる必要
はありません。本当のことを言うと、
私はいい娘なんかじゃない。本当は、
私のお母さんは病気じゃないんです。」
　上記（７）～（11）のように、中国語で“daughter”
（娘）を表そうとする場合、使用可能な中国語
は“ྥ࿬”だけに限られ、“ᇣྤ”を使って表
すことはできない。注意すべきはこれらの場合
であっても主語が一人称でなければ、つまり自
分以外の親子関係では、“ྥ࿬”の日本語訳に
は（10）のように「お嬢さん」、「娘さん」の両者
どちらを用いても訳出可能な点である。次の a、
b の“ྥ࿬”はいずれも親子関係の娘“daughter”
の意味であるが、a の自分の娘では「娘」とし
か訳出できないが、ｂのように他人の娘
“daughter”では“ྥ࿬”は「娘さん」｢お嬢
さん｣ のどちらにでも訳出できてしまう。
　a　“៥ⱘྥ࿬” my daughter
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 私の（娘/＊お嬢さん） 　
　b　“Դⱘྥ࿬” your daughter
 あなたの（娘/お嬢さん）
　二つの語の大きな違いの一つは、“ྥ࿬”だ
けが、親に対する「娘」を表すことができる点
である。
２．「お嬢さん」は若いか？
　ここでは、“ྥ࿬”、“ᇣྤ”を用いて表現で
きる女性の対象年齢について考えてみたい。
　まず“ྥ࿬”を取り上げると、親に対する娘
ではなく、「お嬢さん」、「娘さん」という意味
でも用いる “ྥ࿬”が表す対象年齢は、大雑把
に言って、少女から未婚の若い女性までを指す
範囲と考えてよいだろう。つまり中国語で“ྥ
࿬”と言えば、そのイメージは少女から結婚適
齢期の女性であると考えてよく、“ྥ࿬”とい
う語で呼称の対象となる具体的年齢は15、６歳
から20歳を過ぎたくらいの幅、四捨五入すると
ほぼ20歳に収まる幅となろうか。
　ところで、“ྥ࿬”という語には基本の年齢
「幅」が想定されるが、当然その基本の幅から
いささか「ずれ」がある「娘さん」や「お嬢さ
ん」もいる。未婚であっても、常に ｢15、６歳
から20歳過ぎくらい」のイメージ幅に収まりき
らないこともままある。その場合に“ྥ࿬”で
は“ᇣ”（歳が小さい）や“໻”（歳が大きい）
などの修飾語を加えて表現することが可能であ
る。例えば、婚期に達しても独身であることを
示す場合には“໻”を加えて“໻ྥ࿬”、さら
に婚期をはるかに越えているような場合には
“໻”の上を行く“㗕”（歳の行った）を加えて
“㗕ྥ࿬”などと言うことさえもある。ただし、
この場合は面と向かって直接呼びかけに用いる
ことができないのは当然のことで、使用の際に
は「陰で」こっそり噂したり、あるいは身内の
ことを「自嘲気味に」言ってみたりと、少々後
ろ暗いようなマイナスイメージが伴う。（12）の
用例などは、まさに陰でこそこそうわさ話をし
ている場面であろう。
　（12）　ཌྷಯक໮њ、䖬ᰃ㗕（ྥ࿬/＊ᇣྤ）。（彼
女は40過ぎだけれど、まだ独身だ。）
　その逆に、まだ「娘」と呼ぶには幼い女の子
には“ྥ࿬”の前に“ᇣ”加えて用いることも
可能である。よく見られる例としては、次の（13）
のような例が挙げられる。ここでは年齢を尋ね
るのに“޴ቕ”（幾歳）という疑問詞を使って
いる。この“޴ቕ”は概ね10歳に満たない子ど
もに歳を尋ねるときに使う言葉であり、せいぜ
い小学生くらいまでにしか使えない。したがっ
て、ここでの“ᇣྥ࿬”はまだ幼い女の子と分
かる。（13）の“ᇣྥ࿬”の場合は小さな女の子
を「ちょっとお姉さん」扱いして呼びかけるた
め、背伸びをしたい年頃の“ᇣྥ࿬”は声をか
けられて、きっと嬉しい気持ちがしたはずであ
る。一方“ᇣྤ”では「歳が小さい」という“ᇣ”
や「歳が行った」という“໻”の修飾を受ける
ことはできない。
　もちろん、“ྥ࿬”が親子関係での ｢娘｣ を
表す場合は、年齢とは無関係に常に「娘」であ
り続けるのであるから、“໻”、“㗕”などの修
飾を受けることはできない。
　（13）　ᇣ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）、Դ޴ቕњ？（お嬢
ちゃん、いくつになったの？）
　（14）　៥ᘏ㾝ᕫ䖭Ͼᇣ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）Ԑ᳒
Ⳍ䆚。（私はどうもこの娘とはかつて
面識があったような気がする。） 
　（15）　“ᇣ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）�����字。”៥ᦤ䝦
ཌྷ。（「おじょうさん、話をする時には
汚い言葉を使っちゃいけないよ。」、私
はその娘に一声かけた。）
３．「お嬢様」の“小姐”
　ここでは“ᇣྤ”について取り上げる。先に
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見たように“ྥ࿬”の表す年齢幅がかなり限定
されているのに対し、“ᇣྤ”の表す「お嬢さん」
｢娘さん｣ の指す年齢幅は“ྥ࿬”よりはるか
に広く、日本語の「お嬢さん」の語から連想さ
れる年齢を大きく超えて使われることも少なく
ない。その理由を探ってみよう。
　すでに述べたように、日本人には“ྥ࿬”と
同義で思われがちな“ᇣྤ”であるが、確かに
日本語にすれば同様に「娘」、「お嬢さん」と訳
出されても、中国人にとって両者はニュアンス
がかなり異なる語である。本来“ᇣྤ”は単な
る「若い女性」を指す「お嬢さん」という意味
はなかったからである。
　中華人民共和国成立前の解放前の中国におい
て、使用人は自分の仕える主人の妻を“໾໾”
（奥様）と呼び、主人の娘を“ᇣྤ”（お嬢様）
と呼んでいた。すなわち当時の“ᇣྤ”は年齢
とは無関係な「お嬢様」という呼称であり、主
家の娘に対して使われる語であったのである。
したがって“ྥ࿬”のように“ᇣ”や“໻”、“㗕”
などの修飾語を加える必要はそもそも存在しな
い。この語が、使用人から主家の娘に対して、
階級としては下の者から上の者への呼称である
ことを考えれば、親が自分の娘を「私の娘」と
いう意味で“＊៥ⱘᇣྤ”と言うことがなない
ことも容易に説明がつく。この背景を予め知識
として備えておくことが“ᇣྤ”の正しい理解
のためには必須である。
　さらに“ᇣྤ”は単に若い女性であれば使用
可能なわけでなく、使用人を雇うようなある程
度の家柄、それなりの地位が備わった家庭にお
いてはじめて使用される特別な呼称であったこ
とも覚えておきたい。したがって、そこでの「お
嬢様｣ は、年齢とは切り離されたものであり、
使用人から見た「奥様｣、「お嬢様」という固定
した関係を表すものであった。何とか日々の生
活を営んでいた、当時の農民や労働者をはじめ
とする、普通の、あるいは下々の人びとには全
く縁のない世界の呼称であった。これはまた、
後述する“ᇣྤ”の持つクラス感へとつながる
ものである。
４．「何歳」のお嬢さん
　先に述べたように、“ྥ࿬”では基本の年齢
幅とのずれも“ᇣ”や“໻”などを使用して表
現可能なだけでなく、次の例文（16）、（17）のよ
うに、さらに詳細に「いくつの」、「何歳の」お
嬢さんや娘さんなのか、具体的年齢を修飾語に
とることもできる。しかし“ᇣྤ”では年齢を
修飾語にとることはできない。“ᇣྤ”は第３
章で述べたように、年齢とは切り離された ｢お
嬢様｣ であったため、“໻”や“ᇣ”をはじめ
具体的年齢を修飾語にとれないのである。これ
に加え、語構成の面からも修飾語を伴うことが
難しいことの説明ができる。つまり“ᇣྤ”と
いう語自体に“ᇣ”が含まれることから、更に
“ᇣ”を加えて修飾した場合には重音（同じ音
の繰り返し）となってしまい、重音を嫌う中国
語の性質からも“ᇣ”を修飾語にとることが難
しいのである。
　（16）　༈ϔᡍᴹफ⭚ⱘϞ⍋“ⶹ䴦”ህᰃ៥Ӏ
䔺䯳ᢝⱘ、ܼᰃकϗ、ܿⱘ（ྥ࿬/＊
ᇣྤ）ᇣӭᄤ。（最初に南彊に来た上
海の「知識青年」たちは我々の車列が
運んできたのであって、みんな17、８
の娘や若者たちだった。）
　（17）　ϔϾি৊⚼ⱘकܿቕ（ྥ࿬/＊ᇣྤ）
Ң׳к໘䇗ࠄࡲ݀ᅸ、乊᳓њᴢᇣ݄。
（葉燁という18歳の娘が図書の貸出カ
ウンターから事務室に異動して来て、
李小蘭の後釜になった。）
５．「庶民」の“姑娘”、「クラス感」の“小姐”
　ここでは、“ྥ࿬”と“ᇣྤ”の使用場面に
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ついて焦点をあてて考察する。
　“ྥ࿬”という語は、庶民の生活場面で使わ
れる飾り気のない言葉であり、時に方言色を帯
びることもある語である。よく言えば「お嬢さ
ん」というよりは「娘さん」というイメージ、
素朴で純朴なイメージが付与されている。平た
く言えば、どちらかというと「垢抜けない女の
子」や、農村や地方の若い女性に対しての使用
が多いようだ。筆者の印象では、昨今の都会の
若い女性を“ྥ࿬”とはあまり呼ばないように
思う。北京や上海などの繁華街では、すれ違い
ざまに思わず振り返ってしまうような洗練され
た身なりの女性が少なくない。だが、そのよう
な女性に“ྥ࿬”がわれることは、おそらくな
い。先に述べたように、本来は解放前の「お嬢
様」としての呼称であったことが影響している
のであろう、一般庶民とは異なった「クラス感」
が感じられる語でもある。
　“ᇣྤ”は、解放後は英語の“Miss”に相当
する語として、主に外国人女性への呼びかけに
使用されるようになった。単独で呼びかけに
使ったり、あるいは姓の後ろに“～ᇣྤ”を加
え「ミス～」、「～さん」のように使用したりし
たのである。また、解放直後は“ᇣྤ”の呼称
はブルジョア的であるとして、一般には中国人
同士で使用されることはなかった。しかし近年
では、公的場面や職務上では外国人女性に対し
てだけでなく、中国人に対しても“ᇣྤ”が多
用されるようになっている。経済発展の著しい
中国では、「クラス感」を女性はすでに備えて
いるようである。これらの場面での“ᇣྤ”は
「お嬢さん」というより、若い女性への「～さん」
という敬称に変化している。たとえば、次の（14）、
（15）のような仕事の場面では“ᇣྤ”を使用し、
“姑娘”は使えない。
　（18）　（ᇣྤ/＊ྥ࿬）、䇋䯂、㒣⧚ࡲ݀ᅸ೼
ાܓ？（あの、お尋ねいたしますが、
社長室はどちらでしょうか？）
　（19）　䖭ԡᰃ៥Ӏⱘ㗏䆥⥟（ᇣྤ/＊ྥ࿬）。
（こちらは私どもの通訳の王さんです。）
　（20）　ᑌད⠽⧚㋏ϔϾྦྷ䰜ⱘજᇨⒼ（ྥ࿬/
＊ᇣྤ）㑺៥䖯ජএ䗯⥟ᑰѩ、៥ᠡ᳝
њ⚍ᢢࣙ䰾㸠ⱘ㧹⫳ᑆ。（幸いなことに、
物理学科の陳というハルビン出身の女
の子が私を街へ出かけて王府井を見て
まわるのに誘ってくれたので、私はよ
うやくかばん持ちの仕事ができたの
だった。）
６．時代の変化と呼称
　“ᇣྤ”が中国人同士で呼びかけに使用され
るようになったのは、つい最近のことである。
筆者が北京に滞在中だった1980年代後半、おそ
らく身に着けているものや、持ち物からも明ら
かに外国人であると分かったからであろうか、
あるいは北京が都会であったからであろうか、
中国人から“ᇣྤ”と呼びかけられることはあっ
ても、“ྥ࿬”と呼ばれたことは一度もなかった。
しかし、中国人同士で互いに“ᇣྤ”を使って
呼びかけることはなかったと記憶している。
　現在では、公的場面での呼びかけや、「～さん」
という敬称として使用されること多い“ᇣྤ”
であるが、“ྥ࿬”にはない用法として、次の
ようにガイド、スチュワーデス、コンパニオン
などの職業に従事する女性を表す語を構成する
ことがある。
　（21）　ᇐ␌（ᇣྤ/＊ྥ࿬）（観光ガイド）　
　（22）　⼐Ҿ（ᇣྤ/＊ྥ࿬）（コンパニオン）
　（23）　ぎЁ（ᇣྤ/＊ྥ࿬）（スチュワーデス）
　（24）　ᕜᖿϔԡᖋ೑ぎЁᇣྤ䍄ᴹ、⫼㣅䇁䯂
៥ᰃϡᰃϡ໾㟦᳡。（さっとドイツ人
スチュワーデスがやってきて、英語で
気分が悪いのではないかと私に訊ね
た。）
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　また“ᇣྤ”は広くサービス業に従事する女
性への呼びかけにも使われている。たとえば、
レストランや飲食店などでは（25）のように使用
するのがふつうである。“ྥ࿬”にこの用法は
ない。
　（25）　（ᇣྤ/＊ྥ࿬）、䇋ᴹϔ⫊ସ䜦。（すみ
ません、ビールを一本お願いします。）
７．“小姐”と呼ばれたくない？
　これまで「お嬢様」や「クラス感」などとい
う語を用いて“ᇣྤ”の語について説明してき
たが、一部で“ᇣྤ”は風俗業の女性を指して
使用されることがあることも指摘しておきたい。
そのため“ᇣྤ”と呼ばれることを嫌う人も多
い。たとえば、（25）のような場合、“ᇣྤ”を
使うことを避け、（26）“᳡ࡵਬ”、“㕢ཇ”注２）な
どの語を用いて呼びかける人もいる。
　（26）　（᳡ࡵਬ/㕢ཇ）、䇋ᴹϔ⫊ସ䜦。（すみ
ません、ビールを一本お願いします。）
　また、先に挙げた（20）の場合、“ྥ࿬”であ
ればハルビンから大都市北京に出てきた素朴な
娘のような印象を与えるようだが、“ᇣྤ”と
した場合には、ハルビン出身の風俗嬢のような
印象を持ってしまう、いう中国人もいる。
　（27）　જᇨⒼᇣྤ （ハルビン女）
８．結び
　本稿では、日本語の「お嬢さん」の意味を持
つ中国語“ᇣྤ”と“ྥ࿬”について、語義、
用法、使用場面などについて考察した。同義の
ように見える二つの語だが、“ྥ࿬”だけが親
に対する「娘」の意味を持つこと、また“ྥ࿬”
は庶民的な生活場面で使用される語であり、方
言的色彩を帯びることなどを指摘した。一方“ᇣ
ྤ”は本来使用人が主人の娘を「お嬢様」と呼
ぶ呼称であったことから、新中国成立後、しば
らくはブルジョワ的な語としてふつうの人々の
間では使用されない時期があった。その後、外
国人女性や公的場面での呼称や敬称などに使用
され、近年では中国人の間でも使用されている
ことを指摘した。また職業を表す語の構成成分
になることも明らかにした。その一方で、“ᇣྤ”
の語は風俗業の女性を連想させるものとして嫌
う人もおり、“美女”のような新たな呼称も使
用されるようなっている。今後、時代とともに、
中国では「お嬢さん」の呼称が、どのように変
化していくのかにも注目していきたい。
　中国語での良好なコミュニケーションのため、
「お嬢さん」を何と呼べばよいのか、何と呼ぶ
べきなのか、本稿が“ᇣྤ”と“ྥ࿬”の適切
な使用の一助となればと思う。
【参考文献】
《⦄ҷ∝䇁䆡݌》㄀Ѩ⠜　2005年　Ё೑⼒Ӯ⾥
ᄺ䰶䇁㿔ⷨお᠔䆡݌㓪䕥ᅸ㓪ǂଚࡵॄк佚
《1700ᇍ䖥Н䆡⫼⊩ᇍ↨》2005年　㢫ᔎ　䰜Ѝ
Ѝǂ䋷ӏ㓪䕥ǂ࣫Ҁ䇁㿔᭛࣪໻ᄺߎ⠜⼒
《⦄ҷ∝䇁㾘㣗䆡݌》2010年　ᴢ㸠عЏ㓪ǂ໪
䇁ᬭᄺϢⷨおߎ⠜⼒
「“ྥ࿬”、“ᇣྤ”」保坂律子2011年「どうちがう？
似たものことば第87回」http://www.chugokugo.
com
【用例引用】
《ԴϡᰃϔϾ֫Ҏ》⥟᳨
《哧к㡎Ҏ》㗕㟡
《㙪ᇨᏗᢝܟ》ᓴ䋸҂
《ӾᏕࠊ䗴㗙》ߕ᭫
《ᶣ᜻》ᓴ♰
《ϔञᰃ☿✄、ϔञᰃ⍋∈》⥟᳨
《໾䰇ߎϪ》∴㥝
【注】
注１）以下、訳はすべて筆者による。
―　　―205
注２）中国河南省南陽市の“ऻ啭㔥”（臥竜ネッ
ト）の論壇に“ྥ࿬gᇣྤg㕢ཇ”に関する
興味深い記事が掲載されていた。以下に引用
紹介する。（訳は筆者による）
ྥ࿬gᇣྤg㕢ཇ　԰㗙：᷇⥝ॄ　᭛ゴᴹ⑤：
ऻ啭㔥　2010-7-5 
　ྥ࿬、ᇣྤ、㕢ཇᰃᇍᑈ䕏ཇᗻⱘ⿄੐、ᅗড
᯴њ⿄੐ⓨবⱘग़৆、䌃こⴔྟ㒜ϡবⱘ䌲㕢、
༝ᡓ、ᭀ䞡ᛣੇ。
　೼៥೑সҷҎⱘ᮹ᐌ⫳⌏Ё、া᳝ᅬᅺҎᆊⱘ
໻ᆊ䯎⾔੠䈾ᵄе㒙ᆊⱘᇣᆊ⹻⥝ᠡ㛑໳Փ⫼ྥ
࿬、ᇣྤ䖭ḋⱘ⿄੐、䖭⾡⿄੐ᰃഄԡ੠䑿ӑⱘ
䈵ᕕ、ᇏᐌⱒྦྷᆊⱘᑈ䕏ཇᄤ、া㛑Ⳉ੐݊ৡњ。
　䆄ᕫ೼ϞϪ㑾ܿकᑈҷҹࠡ、फ䰇Ҏᇍ≵᳝㒧
ီⱘᑈ䕏ཇᗻϔ㠀䛑Ⳉ੐݊ৡ、ԚᰃᇍᏆ㒣㒧ီ
ⱘᑈ䕏ཇᄤϔ㠀䛑⿄੐ྥ࿬、ⳌѦП䯈ⱘऎ߿ህ
೼Ѣྥ࿬ࠡ䖍ⱘྦྷ⇣。䱣ⴔᯊҷⱘব䖕、ජᏖҎ
ᇍᏆ㒣㒧ီⱘཇᗻг䗤⏤Ⳉ੐݊ৡњ、䖭ḋᰒᕫ
᳈҆ߛ、᳈ᯊᇮ。ݡৢᴹ㗕ᑈҎг䗤⏤ഄᬍবњ
ᇍᏆ㒣㒧ီⱘཇᗻⱘ⿄੐、ডצᰃྥ࿬ⱘ⿄੐ᕜ
ᇥ਀㾕њ。
　ᇣྤⱘ⿄੐೼៥Ӏ೑ᆊসᴹህ᳝П。㾷ᬒࠡ೼
⼒ӮϞձ✊⌕㸠、ᔧ✊䖬ᰃা᳝ᅬᅺҎᆊ、ⶹ䆚
ߚᄤㄝᆊᒁⱘᑈ䕏ཇᄤᠡৃҹ⿄݊Ўᇣྤ、Ꮉݰ
㕸ӫᆊⱘཇᄽҡϢᇣྤⱘ⿄੐᮴㓬。ᮄЁ೑ᓎゟ
ৢ、䅸Ўᇣྤ䖭⾡⿄੐ᏺ᳝䌘ѻ䰊㑻ⱘ㡆ᔽ、ϡ
䗖ড়Ꮉݰ㕸ӫՓ⫼、ϔ㠀䖬ᰃ⿄੐ྥ࿬、ৠᖫ៪
㗙Ⳉ੐݊ৡ。ᬍ䴽ᓔᬒৢ、㽓ᮍᇍᑈ䕏ཇᗻⱘ⿄
੐೼⼒Ӯᯊ傺䍋ᴹ、Փ⫼ᇣྤⱘ⿄੐ব៤њϔ⾡
⌕㸠੠ᯊᇮ、⊓⫼Ӵ㒳⿄੐߭㹿ⳟخᰃᅜᮻ੠㨑
ӡ。
　䖥ᑈᴹ、ᇍᑈ䕏ཇᗻ⿄੐㕢ཇⱘ⦄䈵জ䗤⏤⌕
㸠䍋ᴹ、೼໻㸫Ϟ、㒣ᐌৃҹ਀ࠄҎᇍ䅸䆚៪ϡ
䅸䆚ⱘཇᄤ䇈、㕢ཇ、䇋䅽ϔϟད৫？㕢ཇ、ࠄ
䙷ϾഄᮍᗢМ䍄ଞ？㕢ཇ……ሑㅵ᳝ѯ㹿⿄Ў㕢
ཇⱘ䭓Ⳍⳳⱘᕜ⡉ᔎ、ԚᰃԴӮᛳ㾝ࠄ㹿⿄Ў㕢
ཇⱘᬜᑨᕜㅵ⫼。
　Ңྥ࿬ࠄᇣྤ、ݡⓨবࠄ㕢ཇⱘ⿄੐、ྟ㒜䛑
ֱᣕњ䌲㕢、༝ᡓ、ᇞᭀⱘᛣ⎉。ϡㅵ㹿⿄੐㗙
ᰃԩ䑿ӑ、ഄԡ੠䭓Ⳍ、䛑Ӯ催݈ഄ᥹ফԴⱘ୘
ᛣ⿄੐。ᄺӮᇞᭀ߿Ҏ、䌲㕢߿Ҏ、䌣䆚߿Ҏ∌
䖰䛑ϡӮ䖛ᯊⱘ。
【訳】
　“ྥ࿬”、“ᇣྤ”、“㕢ཇ”は若い女性に対す
る呼称だが、これらは呼称の変遷の歴史が映し
出され、そこには終始変わらぬ賛美や尊敬の気
持ちが貫かれている。わが国の昔の人々の日常
生活中では、高級官吏や名家の令嬢と、貧しく
ともその土地の英雄の美しい娘だけが“ྥ࿬”
や“ᇣྤ”と呼ばれ、このように呼ばれること
は、地位と身分の象徴であり、一般家庭の若い
女性は、名前を直接呼ばれるだけでしかなかっ
た。
　確か80年代以前だったと思うが、南陽の人は
未婚の若い女性に対して、ふつうは直接名前を
読んでいた。既婚の若い女性には“ྥ࿬”と呼
び、苗字を前に就けて“～ྥ࿬”のようにして
互いに区別していた。ところが時代の移り変わ
りとともに、都市に住む人たちは次第に既婚女
性に対しても直接名前を呼ぶようになり、それ
がより親しい感じもし、流行のようでもあった。
そしてその後、年配の人々も、だんだんと既婚
女性の呼び方を変え、とうとう“ྥ࿬”という
呼称を聞かなくなってしまった。
　“ᇣྤ”という呼称はわが国で古くからある
ものである。解放前の社会では依然として広く
使われていたが、もちろん、役人や知識分子の
家庭の若い女性だけしか“ᇣྤ”とは呼ばれず、
労働者や農民などの大衆の女子どもは“ᇣྤ”
の呼称とはまったく無縁であった。新中国に
なってから“小姐”のような呼称はブルジョア
的なニュアンスを帯びているため、労働者や農
民が使うには適さず、ふつうはやはり“ྥ࿬”
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と呼んだり、“ৠᖫ”と呼んだり、あるいは名
前を直接呼んだりしていた。改革解放後、西洋
の若い女性に対する呼称が社会ではやり“ᇣྤ”
の呼称が流行し、時代の流れとなり、伝統的な
呼称をそのまま使い続けることは、保守的で時
代遅れだと見なされるようになった。
　近年来、若い女性を“㕢ཇ”と呼ぶ現象がま
た次第に流行り始めてきたようだ。街でよく
人々が知り合いや、見知らぬ女性に“㕢ཇ、
ちょっと失礼します”“美女、～へはどう行っ
たらいいでしょうか？”のように言うのを耳に
する。“㕢ཇ…”と呼ばれるには少し無理があ
るような容貌であっても、“㕢ཇ”と呼ばれる
効果は効き目があると感じるだろう。
　“ྥ࿬”から“ᇣྤ”まで、さらには“㕢ཇ”
に到るまでの呼称の変遷には、賛美し、尊び、
敬う意味がずっと保たれている。その呼称で呼
ばれる人がどのような身分、地位そして容姿で
あっても、喜んで善意の呼称を受けいれるだろ
う。人を尊敬し、人を賛美し、人の価値を認め
ることを身に着けるのに、遅すぎるということ
はないはずだから。
